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概要版（１/７） 

 

 

 本市では、将来にわたって安定供給を持続するために、平成 22 年 3 月に東温市水道事業が目

指すべき将来像や具体的な施策を示した「東温市水道ビジョン」を策定し、掲げた目標に対して

事業に取り組んできましたが、目標年度を平成 31 年度とした計画であり、見直し（改訂）の時

期を迎えています。 

 東温市水道事業では、これらを踏まえ、今後も市民生活において「安全で安心な水道水を供給

する」という重要な役割を果たすため「東温市水道事業ビジョン」を改訂しました。  

 東温市水道事業ビジョンは、厚生労働省の新水道ビジョンに基づき、東温市水道事業の施設整

備や事業運営の目指すべき方向性を示したものです。  

 本市の上位計画（関連する他の計画）や水道事業計画等とも整合を図り、長期的視点を踏まえ

た水道事業の計画であり、東温市水道事業のマスタープランとして位置づけるものです。  

 
図 東温市水道事業ビジョンの位置づけ 

 東温市水道事業ビジョンの計画期間は、2021（令和 3）年度～2030（令和 12）年度の 10 年間

とし、目標年度は計画最終年度の 2030（令和 12）年度とします。 

 
図 計画期間と目標年度 

国  

愛  
媛  
県  

東  
温  
市  

連携 

東温市水道事業ビジョン  

「安全・安心でおいしい水の安定供給」  

～うるおいあふれる水資源と歩む水道～  

東  
温  
市  
の  
水  
道  

『第２次東温市総合計画実施計画 (R2.4)』 
『東温市国土強靭化計画 (R2.8)』 

『東温市耐震化計画 (H31.3)』 
『東温市水道事業アセットマネジメント (R2.3)』 
『東温市水安全計画 (R2.3)』 
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安 全（安全な水の供給）  強 靭（強靭な水道）   持 続（水道サービスの持続）  

・水質管理の徹底 

・水安全計画の運用 

・給水装置工事業者 

      の資質確保 

 

・耐震化の推進 

・老朽化施設の更新 

・緊急対策 

・施設統廃合による効率化 

・施設規模の適正化 

・危機管理体制の確保 

 

・適切な資産管理の推進 

・経営基盤の強化 

・人材育成と技術継承 

・広域的な連携に向けた 

       取り組み 

・適正な水道料金の検討 

・環境対策 
      

 水道が市民のみなさまにとって安全・安心な水道であり続けるために東温市水道事業ビジョン

における目指すべき将来像として、下記の基本理念を設定します。 
    

「安全・安心でおいしい水の安定供給」 

～うるおいあふれる水資源と歩む水道～ 

 水道事業の基本理念（理想像）の実現のために「安全」、「強靭」、「持続」の３つの観点に対す

る基本方針を以下のように定めました。 
      

安全：安全で安心な水道水の供給  

 市民の皆様に安心して水道水を利用して頂けるよう、日々施設の維持管理に努めています。 

 今後も引き続き、いつまでも安全な水を確保できる状態を維持し続けるよう努め、「安全で

安心な水道水の供給」を目指します。 
    

強靭：災害に強い水道施設の構築  

 水道施設の強化には、耐震化や施設更新などのハード対策と危機管理マニュアルや応急給

水・応急復旧計画の策定などのソフト対策があります。 

 今後は、様々な災害に対するハード対策の推進やソフト対策の充実を図り、「災害に強い水

道施設の構築」を目指します。 
    

持続：持続可能な水道システムの確立 

 水道施設の管理・運営の課題の一つには老朽化施設への対応があり、人口や給水量の減少

による料金収入が見込まれるなかで計画性を持った財源確保と資産管理が求められます。 

 今後は、将来にわたり安定供給を続けるために経営基盤の強化や人材の育成、技術の継承

を図り、「持続可能な水道システムの確立」を目指します。 

    

 SDGs の目標との対応 

 

SDGs の目標６では、「6-1 安全・安価な飲料水の普遍的・衡平なアクセスを達

成する」、「6-3 様々な手段により水質を改善する」をターゲットとして設定し

ています。本市は、これを踏まえ、安全な上水道に注目した取組を進めます。 

 

目標９では、「9-1 経済発展と福祉を支える持続可能で強靭なインフラを整備す

る」をターゲットとして設定しています。本市は、これを踏まえ、災害に強く

強靭な水道施設の整備に注目した取組を進めます。  

 【目標 1】あらゆる場所で、あら

ゆる形態の貧困に終止符を打つ 

 【目標 10】国内および国家間の

不平等を是正する 

 【目標 2】飢餓に終止符を打ち、

食料の安定確保と栄養の改善を

達成するとともに、持続可能な

農業を推進する 

 【目標 11】都市と人間の居住地

を包摂的、安全、強靭かつ持続可

能にする 

 【目標 3】あらゆる年齢のすべて

の人々の健康的な生活を確保

し、福祉を推進する 

 【目標 12】持続可能な消費と生

産のパターンを確保する 

 【目標 4】すべての人々に包摂的

かつ公平で質の高い教育を提供

し、生涯学習の機会を促進する 

 【目標 13】気候変動とその影響

に立ち向かうため、緊急対策を取

る 

 【目標 5】ジェンダーの平等を達

成し、すべての女性と女児のエ

ンパワーメントを図る 

 【目標 14】海洋と海洋資源を持

続可能な開発に向けて保全し、持

続可能な形で利用する 

 【目標 6】すべての人々に水と衛

生へのアクセスと持続可能な管

理を確保する 

 【目標 15】森林の持続可能な管

理、砂漠化への対処、土地劣化の

阻止および逆転、ならびに生物多

様性損失の阻止を図る 

 【目標 7】手ごろで信頼でき、持

続可能かつ近代的なエネルギー

へのアクセスを確保する 

 【目標 16】公正、平和かつ包摂的

な社会を推進する 

 
【目標 8】すべての人々のため

の包摂的かつ持続可能な経済成

長、生産的な完全雇用および働

きがいのある人間らしい仕事を

推進する 

 
【目標 17】持続可能な開発に向

けてグローバル・パートナーシッ

プを活性化する 

 【目標 9】強靭なインフラを整備

し、持続可能な産業化を推進す

るとともに、技術革新の拡大を

図る 
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 本市が目指すべき方法として掲げた基本理念と「安全」、「強靭」、「持続」の 3 つの基本方針、

課題を踏まえて、具体的に推進する実現方策を体系化して以下に示します。  

 

 

図 東温市の施策体系図 
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１）安全  『安全で安心な水道水の供給』 

施策目標【安全-１】  水質管理の徹底 

項目名称 
望ましい 

方向 

現状 

2019 年度 

(令和元年度) 

目標① 

2025 年度 

(令和 7 年度) 

目標② 

2030 年度 

(令和 12 年度) 
備考 

水質基準遵守率 
 

100％ 100％ 100％ 現状維持 

     

２）強靭 『災害に強い水道施設の構築』 

施策目標【強靭-１】  水道施設の耐震化 
 

項目名称 
望ましい 

方向 

現状 

2019 年度 

(令和元年度) 

目標① 

2025 年度 

(令和 7 年度) 

目標② 

2030 年度 

(令和 12 年度) 
備考 

配水池の耐震化率 
 

87.7% 87.7％ 91.9％ 耐震化 

管路の耐震適合率 
 

76.2％ 77.6% 79.3％ 耐震化 

配水池の耐震化率[%]＝耐震対策の施された配水池有効能力÷配水池等有効容量×100 

管路の耐震適合率[%]＝耐震適合性のある管延長÷管路延長×100 

※管路延長の集計は、φ50mm 以上を対象としています。 
     

施策目標【強靭-２】  老朽化施設の更新 

項目名称 
望ましい 

方向 

現状 

2019 年度 

(令和元年度) 

目標① 

2025 年度 

(令和 7 年度) 

目標② 

2030 年度 

(令和 12 年度) 
備考 

管路の更新率 
 

0.0％ 
0.28％ 

(5 年平均) 

0.31％ 

(10 年平均) 
計画的更新 

有収率 
 

88.2% 91.7% 93.7% 管路更新等 

管路の更新率[%]＝更新された管路延長÷管路延長×100 

有収率[%]＝年間有収水量÷年間配水量×100 
     

３）持続 『持続可能な水道システムの確立』 

施策目標【持続-２】  経営基盤の強化 
 

項目名称 
望ましい 

方向 

現状 

2019 年度 

(令和元年度) 

目標① 

2025 年度 

(令和 7 年度) 

目標② 

2030 年度 

(令和 12 年度) 
備考 

営業収支比率 
 

72.8% 75.4％ 77.6％ 経営改善 

経常収支比率 
 

86.8% 87.5％ 89.9％ 経営改善 

料金回収率 
 

69.4％ 74.6％ 80.1％ 
適正な水道

料金の検討 

営業収支比率[%]＝(営業収益－受託工事収益)÷(営業費用－受託工事費)×100 

経常収支比率[%]＝(営業収益＋営業外収益)÷(営業費用＋営業外費用)×100 

料金回収率[％]＝供給単価÷給水原価 
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 推進する実現方策に基づいて以下のスケジュールで事業を実施します。  
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１）給水収益（料金収入） 

 給水収益は、人口減少により減少傾向にあります。今後もこの傾向が続くものと考えられます。

推計結果によると、料金改定を行わない場合、2019(令和元)年度決算値と比較して、2030(令和

12)年度には 27 百万円の減少(5.1％減)、2050(令和 32)年度には 112 百万円の減少(21.1％減)、

2070(令和 52)年度には 188 百万円の減少(35.4％減)となる見込みです。 

 

 
図 給水収益の推移 

 

（３）収益的収支と資金残高 

 計画期間における収益的支出は、減価償却費や企業債利息の減少により 2035(令和 17)年度ま

で減少を続けた後、概ね横ばいに推移する見込みですが、一方で、収益的収入は、料金収入の減

少により減少を続ける見込みのため、継続的に赤字決算になる見込みです。  

 しかし、資金残高は、現在 20 億円程度まで増加しています。今後は、資金残高が 10 億円程度

となるように企業債の発行額を抑制します。 

 

 

 
図 収益的収支と純損益の推移 
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図 資金残高、資金残高増減額の推移 

４）まとめ 

 財政シミュレーションの結果、計画期間内に料金改定を実施しないで資金残高一定以上確保す

ることが出来る結果となりました。しかし、単年度の損益は、赤字決算が継続する見込みとなっ

ており、今後も経営健全化に向けた取り組みに努めます。 
      

 
 東温市水道事業ビジョンは、『安全・安心でおいしい水の安定供給～うるおいあふれる水資源と

歩む水道～』を基本理念として掲げ、安全・強靭・持続の３つの観点から実現方策を検討し、そ

の理想像を目指して水道事業運営を推進していきます。  

 具体的な施策を実行していく際には、

理想像としての基本理念に向かって、

「安全」、「強靭」、「持続」の３つの観点

から、計画 (Plan)・実行 (Do)・確認

(Check)・改善(Action)の PDCA サイク

ルを継続し、事業の進捗状況や目標の達

成度に応じて、計画を改善し、レベルア

ップを図っていきます。 

 

 

 

 今回の「東温市水道事業ビジョン」策定においては、本市の水道事業が抱えている様々な課題

を整理し、現行の水道ビジョンのフォローアップを行い、今後、東温市水道事業が目指すべき方

向とそれを実現するための具体的な施策を明らかにしました。  

 各実現方策は、達成度や進捗を段階的に確認し、水道事業を取り巻く環境や社会情勢の変化に

合わせて、目標の見直しや施策の再検討を実施します。  

 今回掲げた具体的施策に取り組み、市民の皆様に安全な水を供給するために  

安全・安心でおいしい水の安定供給 

～うるおいあふれる水資源と歩む水道～ 
という基本理念のもと、将来にわたってよりよい水道事業を目指して、努めてまいります。  
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